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1. 平成30年11月期第1四半期の連結業績（平成29年12月1日～平成30年2月28日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年11月期第1四半期 16,306 1.9 1,079 △10.2 1,073 △14.1 669 △17.2

29年11月期第1四半期 15,998 4.2 1,202 68.0 1,250 69.2 808 74.5

（注）包括利益 30年11月期第1四半期　　759百万円 （△25.4％） 29年11月期第1四半期　　1,018百万円 （2,716.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年11月期第1四半期 41.11 ―

29年11月期第1四半期 49.66 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年11月期第1四半期 55,149 24,890 40.9 1,386.10

29年11月期 55,905 24,366 39.5 1,357.21

（参考）自己資本 30年11月期第1四半期 22,573百万円 29年11月期 22,102百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年11月期 ― 10.00 ― 12.50 22.50

30年11月期 ―

30年11月期（予想） 12.50 ― 12.50 25.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年11月期の連結業績予想（平成29年12月 1日～平成30年11月30日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 32,900 1.9 2,000 △10.1 2,070 △9.1 1,910 36.9 117.28

通期 67,000 0.2 3,950 △11.7 4,100 △14.5 3,150 6.0 193.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年11月期1Q 17,339,200 株 29年11月期 17,339,200 株

② 期末自己株式数 30年11月期1Q 1,053,932 株 29年11月期 1,053,892 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年11月期1Q 16,285,286 株 29年11月期1Q 16,285,337 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料の3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報(3)連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 1 四半期連結累計期間（平成 29 年 12 月 1 日～平成 30 年 2 月 28 日）における我が国経済は、金融緩和の継続な

ど政府の各種経済政策の効果もあり、企業業績の改善により設備投資が緩やかに増加し、また、雇用・所得環境の改善に

より個人消費が堅調に推移するなど、景気は緩やかな回復基調が続いております。 

住宅需要につきましては、低水準の住宅ローン金利など下支え要因もありましたが、昨年後半以降は、前年同期に比べ

貸家などを中心に新設住宅着工戸数の緩やかな減少が続きました。 

こうしたなか当社グループは、昨今のトレンド変化に対応した床材や建具など建材製品の拡販や、製造コストの低減、

製品短納期化による競争力の強化など種々の改善に取り組みました。また、合板類については適切な生産、仕入、販売に

努め、収益力の向上をはかりました。これらの結果、当第 1 四半期連結累計期間における経営成績は、売上高 16,306 百

万円（前年同期比 1.9％増）、営業利益 1,079 百万円（前年同期比 10.2％減）、経常利益 1,073 百万円（前年同期比 14.1％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益 669 百万円（前年同期比 17.2％減）となりました。 

◇セグメント別の状況 

〔住宅建材事業〕 

建具類のシリーズ「BINOIE（ビノイエ）」や、建具と床材のシリーズ「Art Couture（アートクチュール）」、循環可能な

木材資源である国産材合板を基材に使用した床材など建材製品の拡販に努め、最近のトレンド変化に対応し特殊加工化

粧シートをあしらった床材「Jネクシオ」の市場定着に取り組みました。 

また、安心安全ユニバーサルデザインなど高齢者対応、環境、リフォーム、住宅の長寿命化等をテーマに、高付加価値

製品の提案に努めるとともに、地球環境に優しいリサイクル素材を使用し、耐震性能や劣化軽減性能に優れた構造用 MDF

の販売に注力いたしました。さらに、ビノイエなど売れ筋品からセレクトした短納期対応製品「レギュラーズセレクショ

ン」も展開、リフォーム・リノベーション需要獲得に努めました。 

なお、これら建材製品の原材料である MDF の製造コストや、輸入南洋材合板の仕入コストが上昇し、損益の圧迫要因と

なりました。この結果、住宅建材事業の売上高は 9,972 百万円（前年同期比 0.7％増）、セグメント利益は 731 百万円（前

年同期比 17.4％減）となりました。 

〔合板事業〕 

国産針葉樹合板は、依然として業界全体の製品在庫水準が低く、販売価格は緩やかな値上がり傾向で安定した合板相場

が続いたことから、生産・販売とも好調に推移し、収益に貢献いたしました。一方、マレーシアなど生産現地における昨

年の原木伐採税の引き上げに加え、最近の生産現地の不安定な天候の影響から、輸入南洋材合板は仕入コストが上昇いた

しました。この結果、合板事業の売上高は 6,333 百万円（前年同期比 4.0％増）、セグメント利益は 718 百万円（前年同

期比 8.2％増）となりました。 

〈セグメント別売上高及び損益〉 

 

  

売上高（百万円） 前年同期比
（％） 

構成比（％）
セグメント利益 
（百万円） 

前年同期比
（％） 

住 宅 建 材 事 業   9,972 ＋0.7 61.2 731 △17.4

合 板 事 業 6,333 ＋4.0 38.8 718 ＋8.2

調  整  額※ － － － △371 －

合   計 16,306 ＋1.9 100.0 1,079 △10.2

※セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去、並びに各報告セグメントに配分していない全社費用です。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 流動資産 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、34,625 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 1,160 百

万円減少しました。 

その主な要因は、現金及び預金の減少 963 百万円、受取手形及び売掛金の減少 238 百万円、製品の増加 76 百万円、

原材料及び貯蔵品の増加 238 百万円、繰延税金資産の減少 168 百万円などによるものです。 

② 固定資産 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、20,524 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 404 百万

円増加しました。 

その主な要因は、有形固定資産の減少 43 百万円、投資有価証券の増加 391 百万円、その他に含まれる関係会社長期

貸付金の増加 67 百万円などによるものです。 

③ 流動負債 

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、21,197 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 844 百万

円減少しました。 

その主な要因は、支払手形及び買掛金の増加 162 百万円、短期借入金の増加 400 百万円、未払法人税等の減少 591 百

万円、賞与引当金の増加 451 百万円、その他に含まれる未払費用の減少 1,031 百万円などによるものです。 

④ 固定負債 

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、9,061 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 435 百万円

減少しました。 

その主な要因は、長期借入金の減少 393 百万円などによるものです。 

⑤ 純資産 

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は、24,890 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 523 百万円

増加しました。 

その主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金の増加 669 百万円及び配当による利益剰余

金の減少 203 百万円、繰延ヘッジ損益の減少 46 百万円、退職給付に係る調整累計額の増加 64 百万円、非支配株主持

分の増加 53 百万円などによるものです。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 30 年 11 月期の連結業績予想は、前回公表（平成 30 年 1 月 18 日公表）した予想数値から変更しておりません。 
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